
 

 

 

「あおげ富士を さらに高く」 

校長 髙田 大 

「あおげ富士を さらに高く」本校校歌１番の３行目の歌詞です。遠く離れた東京の学校であっても

日本一の山は大きな存在、そんな富士山に親しむ機会が６月にはありました。 

 去る６月２１日、６年生「下田移動教室」往路でのこと。この日は雨こそ降っていませんが曇天で、

富士山は見えなさそうだと半ば諦めていたところに、ガイドさんからの「山頂だけ見えます」の声。見

ると確かに雲に浮かぶように山頂が顔をのぞかせています。厚い雲でも隠れ切らないそのスケール感

に、雄大さを感じることができました。 

 また６月２７日（火）には３年生が「荒川区内めぐり」の一環で西日暮里の「富

士見坂」に立ち寄りました。今ではビル群に隠れてしまい「すきま富士」が見える

かどうかですが、江戸時代から景勝地としてこの坂が知られていたことを知り、昔

から富士山が人々の憧れだったことを学びました。 

富士山を目にすると不思議と心が素直になり、感動や新たな決意が沸き起こった

という経験がある方もいらっしゃるでしょう。そのような気持ちが「さらに高く」

と表現されたのではと考えています。 

 さて、７月は１学期のまとめの月です。２０日の終業式には児童一人ひとりを通して『あゆみ』

（通知表）をお渡しします。あゆみには子どもたちの１学期の学習・生活の様子や成長と、今後への期

待などを記載しています。１学期の成長を基にして、夏休みに「さらに高く」それぞれの個性に磨きを

かけ、たくましくなった子どもたちと９月に再開できることを心待ちにしています。学校のプール指導

や図書館開放等もご活用いただき、充実した夏休みをお過ごしください。 

第七峡田小学校ホームページ https://www.aen.arakawa.tokyo.jp/DAI7HAKETA-E 

熱中症対策について 

本校では次の場合に屋外での運動や遊びを制限しています。児童と教職員の健康と安全のため、

ご理解いただけますようお願いいたします。 

（１）環境省による「熱中症アラート」が東京都に発表された場合 

（２）校庭における「暑さ指数」の測定値が「３１（危険）」を超えた場合 
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７，８月の主な行事 

７月  ８日（土） 土曜授業日                7 月２６日（水）          ４年生下田事前検診 

道徳授業地区公開講座        ２７日（木）～ ２９日（土） 下田臨海学園 

１１日（火） 保護者会 1,2,3 年生    ８月  ７日（月）～ １０日（木） 教育活動休止日 

 １３日（木） 保護者会 4,5,6 年生      ２５日（金）～ ２９日（火）後期夏季水泳指導 

１４日（金） 避難訓練          ９月 １日（金）          ２学期始業式                   

  １９日（水） 給食終わり・大掃除       

  ２０日（木） １学期終業式                      

  ２１日（金）～２５日（火）前期夏季水泳指導      



清里移動教室について           

５年生担任  

家族と離れて友達と生活する２泊３日の清里移動教室。先生や管理人さんに叱られる場面もありました

が、班長会では当日の自分たちの行動を振り返り、「５分前行動」「切り替えをして、人の話を聞く」といっ

ためあてを設定しながら生活しました。雨のため、田植えや飯盛山のハイキングなど他の取組に変更となる

体験もありましたが、清里の美しい自然に親しみ、生き物を大切にする心や生活のきまりを守って、みんな

で助け合うことの大切さを学びました。たくさんの思い出が残る２泊３日の学校行事となりました。 

〈児童の感想〉 

○1 日目は、メリハリを付けるように注意されることが多かったけど、生活をしていく中でメリハリを付け

て行動することができました。５分前行動も意識してできました。友達と一緒に生活してとても楽しかった

です。校長先生に言われた「人を大切にする子」という目標も達成することができました。（５－１） 

○1日目よりも２日目の方が周りに気を配って、静かに寝ることができたので成長できたと思いました。 

５分前行動と切り替えも少し早くなったと思いました。これからは、話の聞き方に気を付けていきたいと思

います。（５－２） 

下田移動教室について           

６年生担任  

４年生の時は下田臨海学園へ行けなかったので、子どもたちにとって初めての下田でした。天気が心配さ

れましたが、水族館見学の時以外は雨も降らず、予定通りの行程で挙行できました。夜なかなか寝なかった

り、話がやめられなかったりする場面もありましたが、日を追うごとに少しずつ気を付けようとする様子が

見られました。見たり聞いたりしたことを、学校での学習に生かしていきます。 

〈児童の感想〉 

○あっという間の３日間でした。１日目は柿田川湧水と干物工場に行きました。工場の師匠さんが教えてく

れた通りにやったら、上手にできました。２日目は了仙寺と下田海中水族館へ行き、住職さんのお話を聞い

たりイルカとアシカのショーを見たりしました。３日目は帰るのがさみしかったけど、地球博物館で昆虫や

虫などを見ることができました。とても楽しく、いい思い出になりました。（６－１） 

○生活班の班長として、みんなの意見を取り入れつつ、困っている人のサポートをすることを頑張りました。

楽しく力を合わせて生活できて、良い経験になりました。移動教室を通して学んだことをこれからの学校生

活に生かして、みんなと力を合わせ、自分の役割に責任をもって行動していきたいです。（６－２） 

 

 

 

７月の生活指導目標  【ルールを守って生活しよう】 

                         生活指導主任  

学校には、子どもたちが安全に、楽しく学校生活を過ごすためのルールがあります。学校全体やクラスの

きまりを守ろうとする気持ちや態度が育つことで、社会性も養われていきます。教職員は、様々な場面でル

ールを守ることの大切さを話し、日々、指導にあたっています。夏休みは学校だけでなく様々な場でルール

を学ぶ機会でもあります。ぜひ、ご家庭でも時と場に応じてルールを守って生活できるように、声かけをお

願いします。 

 


